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衆議院国土交通委員会ニュース

平成 22.3.2 第 174 回国会第４号

3月 2日（火）、第４回の委員会が開かれました。

１ 国土交通行政の基本施策に関する件

・前原国土交通大臣及び政府参考人に対し質疑を行いました。

（質疑者及び主な質疑内容）

岸 田 文 雄君（自民）

・平成 21年 11 月に行われた事業計画の公表と、22年１月

に行われた民主党への箇所付け情報の提供は、何のため

に、どのような方法で行われたのか。

・民主党への箇所付け情報の提供は、「国務大臣、副大臣及

び大臣政務官規範」に照らして、守秘義務違反には当た

らないのか。

・事業計画と個別箇所の事業評価を公表することによって

透明性、客観性は高まったのか。地元からの陳情等を踏

まえた総合判断を行うことによって、かえって下がって

しまったのではないか。

三ッ矢 憲 生君（自民）

・大臣が主張する「コンクリートから人へ」と首相が主張

する「いのちを守る予算」というのは矛盾しているよう

に考えるが、大臣の所見を伺いたい。

・独立行政法人の公募役員の候補者について、公正なルー

ルに則り選考された候補者を役人ＯＢだからという大臣

の恣意的理由で差し戻すことに関して、大臣はどのよう

に考えるか。

・観光行政について、溝畑観光庁長官の任期中の具体的達

成目標についてお聞きしたい。

北 村 茂 男君（自民）

・公共事業の箇所付け情報が民主党から地方公共団体に流

れたことについて、大臣は、予算委員会等で「想定外」

と発言しているが、本当に想定外だったのか。

・公共事業関係費が対前年度比 18.3％減という来年度予算

案が提出されたが、地域経済に与える影響についてどの

ように認識しているのか。

・重要港湾103港から重点港湾40港を選定する基準は何か。

また、選定された港湾とされなかった港湾で取扱いにど

のような違いがあるのか。

・内閣官房専門調査員として採用された民主党職員で国土

交通省に配置されている者はいるか。また、民主党の党

籍を保有しているのか。


